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日
銘
柄
年
後
白
丹
費
稔
入

第
五
十
九
番

第
二
、
=
一
、
間
協

O 

日
露
戦
争
後
の
外
資
輸
入

堀

江

蝶

保

企

業

熱

の

勃

興

日
露
戦
争
は
、
日
清
戦
争
と
同
様
に
、
企
業
品
物
の
勃
興
を
、
促
す
ぺ
昔
諸
-
々
の
新
事
情
を
粛
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
事
情
は
日
清
戦

後
の
そ
れ
と
頗
る
相
違
し
た

Q

乙
の
姑
を
指
摘
し
て
高
橋
錨
吉
氏
は
『
日
清
戦
後
に
於
け
る
企
業
勃
興
の
中
心
原
動
力
は
償
金
の
流

入
と
銀
塊
相
揚
の
下
落
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
錦
戦
後
の
そ
れ
は
、
外
資
輸
入
と
保
護
政
策
と
帝
国
主
義
的
環
展
と
の
=
一
つ
が
そ

の
中
心
原
動
戸
を
在
し
て
ゐ
る
」
と
辿
ペ
、
と
の
中
心
原
動
力
忙
他
の
諸
項
目
を
加
へ
て
、
企
業
の
勃
興
を
促
し
た
諸
事
情
を
資
金

閥
係
、
保
能
川
政
策
、
商
品
販
路
の
城
大
、
産
業
技
能
の
古
川
目
建
白
問
者
に
分
詑
し
、
就
中
資
金
関
係
の
内
容
と
し
て
(
一
)
外
資
の
輸
入
、

(
一
一
)
戦
費
に
基
く
信
用
の
膨
脹
、
(
三
)
金
融
制
度
の
護
法
、
(
四
)
附
尚
道
岡
有
と
買
上
代
金
の
撒
布
、
(
五
)
叶
業
務
達
促
進
白
た
め
の

政
府
の
低
金
利
政
策
、
の
五
者
を
皐
げ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
る
也
知
く
、
日
露
戦
後
の
企
業
熱
の
勃
興
を
促
し
た
諸
事
情
は
地
味
な
も
の
で
あ
り
、
加
ふ
る
陀
嫡
和
保
約

に
川
到
す
る
不
湖
、
戦
時
視
の
据
置
、
日
清
城
後
の
経
験
に
基
〈
企
業
給
興
忙
封
ず
る
警
戒
た
ど
白
消
似
的
た
原
悶
が
存
し
た
L
め、

企
業
熱
が
勃
阻
八
の
機
運
に
向
っ
た
の
は
、
戦
後
一
ヶ
年
徐
を
鰹
過
し
た
三
十
九
年
白
秋
か
ら
で
あ
っ
た
。
周
年
八
月
、
政
府
は
特
殊

銀
行
に
射
し
内
訓
を
委
し
て
『
我
経
術
界
は
戦
時
及
戦
後
を
通
じ
幸
忙
順
調
に
し
て
、
諸
般
商
工
業
の
錠
々
進
還
に
向
ひ
っ
a
A

あ
る

「明治大E産業琵建史J306頁以下。



は
民
主
且
口
ぷ
べ
昔
と
と
な
り
。
然
る
に
近
来
件
銀
行
共
制
金
増
加
し
、
金
利
の
低
廉
に
赴
か
ん
と
す
る
上
り
、
和
々
事
業
熱
の
起
ら

ん
と
す
る
兆
候
な
曹
に
あ
ら
宇
』
と
述
べ
、
そ
れ
が
飢
調
に
赴
払
ざ
る
や
ろ
、
金
融
機
関
の
値
一
貫
た
る
態
反
主
要
望
し
で
ゐ
る
。

己
の
内
訓
に
謝
し
て
日
銀
・
興
銀
・
勧
銀
は
夫
々
答
申
を
行
う
て
ゐ
る
が
、
就
中
日
本
興
業
銀
行
は
、
「
二
十
七
人
年
役
後
聡
勝
の

除
山
叫
に
印
刷
ら
れ
、
経
消
凶
作
は
話
調
を
呈
し
、
事
業
の
勃
持
〆
と
た
り
、
玉
石
倶
に
起
り
仰
に
焼
か
る

L
の
現
象
を
額
出
し
、
半
酸
な
る

経
験
を
矯
し
た
る
者
共
の
数
鮮
た
し
と
せ
宇
。
爾
来
大
に
警
戒
を
加
へ
、
殊
に
=
一
十
七
八
年
に
互
h

り
定
前
の
大
戦
と
な
る
十
、

の
起
業
主
中
止
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に
一
点
れ
り
。

E
っ
政
的
財
政
の
方
針
如
何
に
嬰
宇
ベ
き
や
を
知
ら
十
、
民
間
経
消
の
帰
来
も

亦
那
迭
に
向
ふ
や
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
の
虞
あ
る
に
悶
り
、
企
業
家
は
楓
で
慎
重
の
態
度
を
取
り
、
資
本
」
後
は
事
業
に
針
ず
る
放

資
を
醇
賭
す
る
の
傾
向
を
韮
せ
り
』

E
述
べ
て
、
戦
争
直
後
に
於
け
る
企
業
熱
の
挙
る
不
振
の
欣
態
を
指
摘
し
、
日
聞
い
て
漸
く
勃
興

に
向
は
ん
と
し
つ
t
A

あ
る
企
業
熱
に
就
て
、
左
の
如
〈
観
察
し
て
ゐ

Znv

『
弓
に
も
平
和
白
克
復
せ
ら
れ
て
よ
り
今
や
一
年
有
傍
白
歳
月
を
相
過
し
た
問
主
峰
も
、
一
方
賓
本
の
需
要
は
其
速
力
品
料
品
て
艇
な
る
に
拘
は

b
f、

一
方
に
は
軍
賓
の
支
出
、
外
資
の
輪
入
等
に
由
り
費
本
の
供
給
は
間
岬
悼
と
な
U
、
加
ふ
る
に
図
民
貯
蓄
心
の
眠
鹿
た
る
あ
り
、
其
結
果
金
融
市
場
に
於

て
資
金
充
溢
し
金
利
低
下
し
、
従
て
銀
行
も
貸
聞
を
急
が
ざ
る
を
得
ぎ
る
の
収
況
に
附
れ
り
。

E
ワ
錨
諮
問
園
有
と
な
旬
た
る
が
怨
伯
、
放
費
の
詮
を

仙
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
必
要
を
生
じ
、
他
日
五
分
割
の
公
債
論
詩
を
以
て
甘
ぜ
ん
よ
り
寧
ろ
此
際
高
倒
な
る
鋪
道
株
券
を
賀
却
し
、
五
分
以
上
白

利
廻
と
な
る
有
償
誇
穿
を
買
入
る
与
の
念
に
師
、
b

る
L

に
至
れ
り
。
是
れ
字
情
川
水
力
活
無
曾
吐
・
大
日
本
水
産
命
P
吐
・
帝
凶
人
指
肥
料
曾
祉
等
各
種
新

設
骨
祉
の
株
式
募
集
に
肱
f
る
申
込
高
は
毎
時
非
常
の

E
翻
に
詮
し
、
昧
に
南
浦
洲
敏
症
曾
祉
の
如
き
に
室
て
は
官
に
千
七
十
凡
借
白
超
過
高
を
見
る

に
亙
れ
る
所
以
な

1
4

か
〈
の
如
く
、
戦
後
約
一
ヶ
年
聞
は
、
資
本
長
と
の
相
剖
的
関
係
に
於
て
、
企
業
熱
は
キ
ろ
不
振
白
紙
態
に
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に

そ
り
反
動
と
し
て
、
三
十
九
年
の
下
半
期
よ
り
四
十
年
の
上
半
期
に
か
け
て
俄
に
企
業
熱
が
勃
興
し
た
。
併
し
そ
の
下
宇
期
に
は
早

〈
も
反
動
的
恐
慌
忙
見
費
は
れ
、
殊
に
同
年
十
円
の
米
国
恐
慌
の
影
響
を
受
付
一
、
職
問
不
振
に
陥
っ
た
後
は
、
事
業
界
は
頗
る
そ
の

日
時
鴨
署
後
四
件
費
輸
入

第
五
十
九
巻

第
二
、
コ
一
、
四
就

、~

切

「東京極情雑誌」三十丸年、第1368脇、 1133--5頁。2) 



〆
〆

日
露
帥
鴨
署
後
の
件
費
識
入

km五
十
九
春

繁
二
、
三
、
四
親

窮
欣
を
曝
露
し
た
。
四
十
一
年
に
成
立
せ
る
第
二
弐
校
内
問
、
の
非
募
債
政
策
・
同
僚
償
還
増
加
策
及
び
同
僚
の
低
利
借
換
政
策
、
並

K
稲
々
た
る
外
資
の
職
入
は
、
四
十
三
年
よ
り
四
十
五
年
に
至
る
中
間
景
気
を
招
来
し
た
が
、

E
れ
も
績
か
示
し
て
、
翌
大
正
二
年

に
は
財
界
は
ま
さ
に
恐
怖
欣
態
に
陥
り
、
以
て
世
界
大
械
に
仲
ふ
好
景
気
の
一
到
来
に
ま
で
及
ん
だ
。

四
十
年
主
旬
激
年
聞
に
亙
る
か
〈
の
如
き
不
景
気
の
根
本
原
因
は
、
官
時
の
輸
入
超
過
じ
あ
っ
た
。
帥
ち
日
露
戦
争
に
際
し
て
起

さ
れ
た
E
額
白
外
債
の
利
捌
は
商
品
乃
至
妙
務
の
輸
出
に
よ
ら
ぎ
る
を
得
子
、
然
る
に
事
貨
は
連
年
入
超
の
勢
滋
し
く
、
結
局
貿
易

に
於
て
も
貿
易
外
牧
支

μ
於
て
も
巨
額
白
正
貨
流
出
を
徐
儀
在
〈
せ
ら
れ
、
金
融
の
基
礎
は
脅
か
さ
れ
た
る
を
以
て
、
財
界
は
絶
え

十
不
安
の

γ

念
「
い
騒
ら
れ
、
不
振
の
航
態
よ
h
q
脱
す
る
を
得
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
白
如
〈
、
そ
の
底
流
に
於
て
は
竪
質
在
る
も
白
が
あ
っ
売
に
し
て
も
、
日
露
戦
争
後
第
一
安
肘
界
大
械
に
主
る
約
十
ヶ
年
間

は
、
岡
度
の
好
景
気
期

E
除
い
て
は
、
財
界
の
華
々
し
き
扶
態
は
見
ら
れ
宇
、
全
館
と
し
て
い
は
ピ
漫
性
的
不
足
気
期
で
あ
う
た
。

而
も
所
々
に
慣
れ
た
が
如
〈
、
一
則
度
め
企
業
熱
勃
興
の
原
岡
に
は
外
資
の
檎
入
が
貫
要
友
一
役
を
演
じ
で
ゐ
る
の
で
あ
っ
で
、
高
橋

氏
自
如
き
は
、
或
は
『
四
十
=
一

l
五
年
の
企
業
費
展
は
外
資
輸
入
に
基
く
低
金
利
と
保
護
関
税
の
資
施
と
を
契
機
と
ず
る
』
占
い
び
、

或
は
「
日
露
戦
後
に
於
け
る
企
業
務
展
の
最
大
原
動
力
は
外
資
の
輸
入
で
あ
っ
た
』
と
さ
へ
論
じ
て
ゐ
る
。

漫
性
的
不
景
気
の
緩
和
剤
と
し
て
、
外
費
の
輸
入
は
重
要
た
没
剖
を
演
巳
た
の
み
た
ら
中
、
そ
れ
は
諸
産
業
特
に
工
業
D
護
展
に

は
寄
興
ず
る
と
こ
ら
が
大
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
の
半
面
に
外
資
の
輸
入
は
常
然
に
商
品
の
輸
入
を
伴
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
貿
易
に
於
け

る
入
超
白
一
原
国
と
左
り
、
従
つ
で
漫
性
的
不
景
気
白
一
一
間
関
を
形
成
す
る
と
い
ふ
矛
盾
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
己
t
h

にA
山品時

の
経
怖
に
於
砂
る
凶
雛
な
る
問
題
が
あ
っ
た
。
と
の
貼
を
考
慮
し
つ
弘
、
以
下
、
外
資
輸
入
政
策
、
外
資
輸
入
白
賓
際
、
外
資
輸
入

論
ド
分
っ
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
息
ふ
。

前書掲、 3町、 318頁。3) 



外
交
聡
入
政
策

日
露
戦
費
綿
相
十
五
億
八
百
高
園
は
殆
E
公
債
及
び
併
入
'
金
に
よ
っ
て
賄
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
公
債
後
行
金
翻
は
十
四
億
七

千
一
二
百
高
箇
徐
に
上
り
、
就
中
外
閣
償
殺
行
舗
は
八
億
同
徐
に
し
て
務
行
鳩
舗
の
五
割
四
分
後
を
占
め
た
。
か
i
A

る
E
額
の
公
債
の

元
利
を
支
排
日
得
ん
が
た
め
陀
は
、
天
い
に
囲
内
産
業
争
一
獲
建
せ
し
め
ね
ば
社
ち
由
。
己
れ
首
路
者
。
最
も
苦
心
せ
る
と
己
ろ
で
あ

っ
て
、
そ
の
方
策
と
じ
て
先
づ
資
金
の
側
首
か
ら
産
業
の
愛
建
主
促
進
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
官
時
白
い
は
ピ
常
識
で
あ
っ
た
。
例

へ
ぽ
、
前
遁
白
如
〈
、
三
十
九
年
に
入
る
も
倫
ほ
事
業
界
の
振
起
せ
ざ
る
欣
態
に
鑑
み
、
同
年
三
月
及
五
月
に
日
本
銀
行
は
夫
々
一
割

引
日
歩
を
二
厘
づ
L
引
下
げ
た
。
併
し
己
L
で
漣
ぶ
べ
き
は
、
外
資
輸
入
促
進
の
意
闘
を
含
め
て
行
は
れ
た
資
金
の
進
出
文
は
供
給

増
加
策
で
あ
る
。

先
づ
政
府
は
三
十
八
年
二
月
、
捨
保
附
枇
債
信
託
法
案
と
併
せ
て
、
銭
道
・
備
業
・
て
揚
の
一
三
抵
首
法
案
E
議
舎
に
提
出
し
た
。
此

等
は
夫
々
俄
道
合
枇
・
採
掘
構
者
・
工
場
所
有
者
が
、
抵
常
徳
の
目
的
と
た
す
た
め
、
財
産
の
金
部
又
は
一
部
陀
っ
き
財
固
を
設
け
る

己
と
を
得
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
首
時
「
東
京
経
済
雑
誌
し
は
此
等
諸
法
案
の
提
出
を
評
し
て
『
蓋
し
外
資
の
檎
入
を
奨
励
し
て
、

殖
産
工
業
を
後
遺
せ
し
む
る
白
目
的
広
何
で
た
る
も
の
怒
り
』
と
い
ひ
、
或
は
『
従
来
外
費
轍
入
上
、
抵
昔
物
D
法
規
不
完
全
な
る

の
迎
由
を
以
て
不
調
に
蹄
し
た
る
も
心
も
、
斯
の
如
く
一
括
し
て
抵
蛍
の
目
的
物
と
す
る
道
備
は
り
、
且
つ
枇
債
信
託
法
案
成
ら
ん

か
、
外
資
輸
入
の
目
的
主
達
す
る
に
便
宜
少
な
か
ら
宇
と
云
ふ
ペ
し
』
と
述
べ
で
ゐ
る
。
と
の
評
言
は
、
そ
の
ま
L
己
れ
を
受
取
り

得
た
い
に
し
て
も
、
此
等
の
抵
営
法
が
外
資
輸
入
に
使
ぜ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
S
E
と
は
疑
ひ
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
十
九
年
三
月
、
鍛
道
閏
有
法
公
布
せ
ら
れ
、
主
要
私
設
銭
遣
を
繍
で
固
有
と
す
る
己
と
が
確
定
し
た
。
己
れ
に
よ
っ
で
銭
道
抵

H
館
職
争
後
四
件
費
韓
入

第
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
四
掠

第1272続、 218-9頁。4) 



日
館
職
事
後
四
一
件
費
輯
入

停
五
+
丸
巻

第
三
、
=
一
、
阿
競

四

首
法
は
事
賓
上
頗
る
そ
の
数
果
を
減
ビ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
併
し
政
府
に
於
で
は
、
新
た
に
外
債
を
起
さ
ん
と
す
る
揚
合
の
捨
保
物

件
を
増
加
す
る
亡
と
に
在
っ
た
。
銭
道
岡
有
調
夜
委
員
白
容
申
白
一
節
に
同
〈
『
戦
時
公
債
に
就
て
謂
は
室
、
十
三
億
に
建
せ
る
戦

時
公
債
を
平
和
克
復
の
践
に
於
で
整
理
せ
ん
が
錦
、
低
利
の
公
債
を
募
集
せ
ん
に
は
確
寅
た
る
抵
営
を
要
す
。
若
し
能
〈
之
に
際
じ

得
べ
き
も
の
を
求
れ
ぽ
、
益
岡
鍛
道
約
四
千
五
百
哩
を
閥
有
管
理
白
下
に
包
括
し
て
新
外
債
の
櫓
保
に
供
す
る
忙
若
〈
は
無
し
』
と
。

而
し
て
設
調
究
委
員
が
、
一
一
一
十
八
年
、
鍛
造
閲
有
法
案
を
議
舎
に
提
出
す
る
目
的
を
以
て
設
け
ら
れ
た
も
の
た
ソ
骨
髄
よ
り
見
て
、
暗
闇

め
政
府
に
於
て
も
、
鍛
道
固
有
白
目
的
の
ろ
ち
に
は
、
己
の
答
申
に
現
は
れ
た
る
が
如
き
意
闘
が
存
し
た
乙
と
L
考
へ
ら
れ
る
ロ

突
に
外
費
輸
入
促
準
策
の
一
端
を
表
明
す
る
も
の
に
「
外
国
人
白
土
地
所
有
権
に
閲
す
る
法
律
」
白
制
定
(
四
十
三
年
)
が
あ
る
。
先

に
日
・
清
戦
争
後
外
資
自
輪
入
が
切
資
忙
要
望
せ
ら
れ
た
際
、
商
業
合
議
所
方
面
に
於
て
は
外
岡
人
に
土
地
所
有
権
を
奥
ふ
・
へ
き
己
と

が
頻
り
に
提
唱
せ
ら
れ
、
経
済
雑
誌
亦
と
れ
に
和
し
、
居
留
地
在
住
D
外
商
も
資
本
提
供
。
保
件
と
し
て
土
地
所
有
機
の
一
認
許
が
絶

射
に
必
要
た
る
旨
を
力
説
し
て
止
ま
た
か
っ
た
。
然
る
忙
明
治
六
年
白
太
政
官
布
告
第
十
八
放
っ
地
所
質
入
害
入
規
則
」
に
、
「
地
所

は
勿
論
地
且
悼
の
み
た
り
と
も
外
同
人
へ
買
買
質
入
書
入
等
致
し
、
金
子
請
取
叉
は
併
受
候
偽
一
切
不
相
成
候
事
』
た
る
規
定
存
し
、

矯
め
に
外
岡
人
は
我
固
に
於
て
土
地
所
有
檎
を
有
せ
や
、
唯
居
留
地
内
に
於
て
永
代
借
地
権
を
享
有
し
、
白
羽
僚
約
附
風
議
定
書
・

日
瑞
後
約
解
樺
文
書
等
に
よ
っ
て
別
に
不
動
産
抵
営
樺
を
得
、
ま
た
本
邦
商
事
合
枇
k

員
と
し
で
間
接
に
土
地
所
有
権
を
享
受
し
得

る
の
み
で
あ
う
た
。
新
た
に
制
定
せ
ら
れ
た
法
律
は
か

L
Z
制
限
を
除
去
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
提
案
純
白
に
は
『
現
行
白
法
規
に

依
れ
ば
外
図
人
は
土
地
の
所
有
機
を
享
有
す
る
と
と
を
得
ざ
る
も
、
関
還
の
隆
盛
に
赴
く
と
共
に
岡
氏
の
貸
力
自
信
亦
漸
次
に
増
大

し
た
る
を
以
て
、
最
平
外
国
人
に
劉
し
土
地
の
所
有
権
を
許
興
す
る
も
何
等
の
支
障
な
き
の
み
た
白
十
、
此
際
世
界
各
園
北
日
極
の
例
、

に
従
ひ
、
帝
園
に
於
て
も
亦
之
を
外
国
λ
忙
附
興
す
る
の
必
要
あ
り
〕
と
あ
り
、
而
し
て
本
法
制
定
白
目
的
は
、
翌
四
十
四
年
に
迫

「日本鍛造史」中篇、 816頁。
「束京担済雑誌」帯1531娘、 350頁③
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れ
る
保
約
の
改
正
ー
ー
と
の
改
直
俊
約
に
よ
り
我
闘
は
外
岡
と
完
全
友
剖
等
保
約
関
と
な
る

l
!に
備
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

貨
数
D
一
つ
と
し
て
外
資
の
園
滑
た
る
流
入
が
期
待
せ
ら
れ
た
。
蓋
し
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
は
安
ん
じ
て
我
闘
に
放
資
し
、
事
業
を

粧
轡
し
得
る
が
故
で
あ
る
。

一
足
に
政
府
は
日
九
興
業
銀
行
を
し
ず
一
前
滋
な
る
外
資
総
入
活
動
を
行
は
し
め
た
。
一
五
来
同
行
は
明
治
コ
一
十
三
年
、
(
二
有
償
諸
島
悼

取
引
に
関
す
る
金
融
機
闘
白
必
要
、
(
一
一
)
工
業
に
針
ず
る
金
融
機
関
白
必
要
、
(
三
)
外
資
輸
入
機
関
白
必
要
、
(
四
戸
信
託
曾
祉
の
必

要
、
忠
勝
巳
て
設
立
せ
ら
れ
た
も
白
で
あ
っ
て
、
第
三
の
貼
に
闘
し
で
は
左

D
如
〈
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
従
車
我
が
邦
に
於
て
は
、
政
府
公
債
の
儒
品
嘗
て
件
園
金
融
市
場
と
闘
係
を
聞
き
た
る
こ
と
あ
り
し
主
臨
も
、
一
般
民
間
事
業
に
封
し
て
外
開
資
本

を
供
給
し
た
る
場
合
は
栂
品
て
稀
な
り
き
。
然
る
に
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
後
の
事
業
軸
奥
に
際
L
て
、
低
利
な
る
件
費
を
輪
入
し
以
て
我
が
邦
事
業

資
金
白
潤
揮
を
困
る
べ
し
と
の
論
姐
り
に
唱
道
せ
ら
る
L

に
至
れ
nJC
然
れ
ど
も
蒼
L
資
金
の
一
供
給
を
符

ιLと
欲
す
る
者
各
方
而
よ
り
各
種
の
手
段
方

法
に
依
p
c
一
時
に
井
岡
市
場
に
出
現
せ
ん
か
、
菅
に
岡
家
の
信
用
を
段
損
す
る
m
h
な
ら
ず
、
其
白
輸
入
し
た
る
資
金
も
事
動
も
す
れ
ば
散
凱
抗
措
央

L
て
還
に
不
生
産
的
消
費
D

囚
を
成
し
、
国
家
細
携
の
基
礎
を
危
〈
す
る
こ
と
な
き
を
保
せ
ず
、
故
に
動
産
銀
行
を
設
立
し
て
確
賀
有
力
な
る
件
費
韓

入
府
機
闘
と
鶴
、
す
白

ι要
は
一
置
の
掠
臨
す
る
町
、
と
な
れ
り
o
h

而
し
て
同
行
が
賓
際
比
外
資
輸
入
機
開
聞
と
し
て
の
品
川
動
を
開
始
し
た
の
は
日
露
戦
争
後
で
あ
っ
て
、
同
行
を
遇
じ
て
外
資
が
如
何

忙
輸
入
せ
ら
れ
た
か
陀
就
て
は
と
れ
を
次
項
に
譲
り
、
そ
の
準
備
工
作
止
も
稀
す
べ
き
も
の
を
と
i
h

で
一
一
言
す
る
に
、
先
づ
二
一
十
九

年
費
木
金
額
を
増
加
し
て
一
千
七
百
五
十
前
同
と
し
、
附
加
額
七
百
五
十
島
国
は
己
れ
を
倫
敦
D
パ
V
ミ

E

?
・
ゴ
ル

V
Y
商
曾
白

引
受
を
以
て
英
・
米
・
溺
・
飾
・
填
・
瑞
・
蘭
等
諸
凶
の
資
本
家
に
昨
応
募
せ
し
め
た
。
か
く
て
外
岡
資
本
家
及
び
金
融
業
者
を
株
主

陀
加
で
内
外
資
本
共
通
の
己
と
費
現
せ
る
を
以
て
内
弐
に
同
行
は
右
の
ゴ
ル
ド
ン
商
合
及
び
ハ
ン
プ
ル
グ
の
ヱ
ム
・
ヱ
ム
・
ワ

1
ル

プ
ル
グ
商
人
官
並

K
巴
里
の
ジ
ヤ
ヅ
ク
・
ヂ
ュ
・
グ
ン
ツ
プ
ル
グ
男
と
の
聞
に
代
理
契
約

E
締
結
し
、
更
に
四
十
年
以
後
総
裁
以
下
役
員

目
標
職
事
後
白
一
件
費
輸
入

第
五
十
九
巻

停
ニ
、
=
}
、
凹
競

五

「日本興業銀行十年史J4-5頁。ヲ)



日
即
時
職
争
後
四
一
件
賓
輸
入

第
五
十
九
番

第
二
、
一
三
、
阿
波

六

が
随
時
海
外
一
に
問
張
し
て
、
各
般
の
事
務
を
慮
四
す
る
と
共
に
、
彼
我
の
問
の
意
志
の
疏
通
を
凶
り
、
以
℃
内
外
資
本
共
通
の
責
を

皐
ぐ
べ
き
手
段
方
法
争
議
中
る
己
と
h
A

た
つ
ら

以
上
の
如
く
に
し
て
、
直
接
間
接
陀
外
資
輸
入
を
促
進
す
べ
き
方
策
が
講
ぜ
ち
れ
た
が
、
政
的
陀
於
て
は
輸
入
促
進
の
一
面
の
み

忙
汲
々
と
し
て
ゐ
た

b
け
で
は
在
〈
、
宇
聞
に
於
て
は
そ
の
政
入
に
針
し
て
袖
閉
め
備
ふ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

一
方
に
於
で
鑓
業
抵
常
法
築
が
成
立
し
て
、
餓
業
様
が
抵
営
の
目
的
物
と
せ
ら
れ
得
る
こ
と
L
な
っ
た
に
も
拘
ら
ヂ
、

例
へ
ば
、

同
時
陀
制
定
せ
ら
れ
た
鏑
禁
法
に
は
『
帝
副
臣
民
又
は
帝
国
法
律
忙
従
ひ
成
立
じ
た
る
法
人
に
非
れ
ば
鎖
主
権
者
と
漏
る
己
と
を
得

や
』
(
停
五
保
)

た
る
規
定
存
し
、
外
国
人
に
は
直
接
的
左
鎖
業
投
資
を
犯
否
し
た
。
そ
れ
が
政
治
的
現
由
に
基
く
も
白
在
る
己
と
は

い
ふ
迄
も
泣
い
。
更
陀
地
方
闇
山
借
り
外
債
募
集
忙
闘
し
て
は
、
三
十
九
年
一
月
地
方
長
官
民
一
白
訓
令
を
費
し
℃
、
外
資
輸
入
に
作

ひ
種
々
の
情
弊
行
は
れ
、
殊
に
個
々
少
額
の
外
資
併
入
は
聞
出
来
の
信
用
に
闘
す
る
の
み
左
ら
や
、
延
い
で
事
業
白
椛
設
に
陥
る
虞
あ

る
を
以
で
、
外
資
借
入
の
必
要
あ
る
場
合
忙
は
強
め
内
務
・
大
蔵
同
大
臣
の
認
可
を
受
〈
べ
し
と
友
し
、
越
え
亡
同
四
月
に
は
、
右

の
廃
れ
を
防
止
す
る
具
値
的
措
置
と
し
て
、
地
方
閣
蝉
白
外
債
は
原
則
と
し
て
日
木
興
業
銀
行
が
一
旦
輸
入
せ
る
外
資
を
又
併
り
す

る
方
法
に
よ
り
調
達
す
べ
き
と
と
L
し
た
。

か
t

ミ
る
措
置
に
劃
し
て
、
或
は
大
都
市
の
多
額
の
外
債
白
成
立
が
そ
の
た
め
に
困
難
と
な
っ
た
己
と
を
指
摘
す
る
も
の
あ
り
、
或

は
か
i
h

る
情
世
を
通
じ
て
、
ぬ
府
の
干
渉
が
民
間
合
一
枇
の
吐
債
議
行
に
ま
で
及
ぺ
る
と
と
を
非
推
す
る
も
の
め
り
、
、
結
局
外
資
輸
入

島
曹

に
於
け
る
同
行
の
濁
占
を
排
し
で
こ
れ
を
自
由
の
欣
態
に
世
く
べ
き
と
と
が
頻
り
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
而
し
で
そ
れ
に
は
相
常
強
力
な

る
も
の
あ
り
、
添
田
興
銀
総
裁
を
し
で
た
の
如
昔
時
間
明
を
左
さ
し
め
で
ゐ
ム
。

『
世
上
或
は
日
本
興
業
部
行
出
品
可
害
輸
入
白
事
業
を
潤
出
す
る
如
〈
誤
解
す
る
者
あ
れ
ど
も
、
設
謬
之
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
叫
に
関
西
輯
遵
脅
社
々

同上、 95-6頁。
「東京極開雑誌」第I32Q親、 76頁、 1336続、 804頁。
同上、明治四十二年、第1500説、 158頁。
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債
・
名
古
屋
市
債
・
京
都
市
債
の
一
他
白
手
を
聴
で
成
立
せ
る
は
之
を
誼
し
て
傍
る
る
に
あ
ら
子
や
。
罷
行
が
他
に
比
し
て
事
〈
の
場
合
に
干
興
せ
も
は
、

畢
寛
有
力
た
る
欧
米
議
本
家
を
株
主
と

L
・
英
惜
摘
に
有
矯
の
代
理
者
を
有
し
、
善
く
海
丹
由
佳
品
車
に
知
ら
れ
居
る
が
低
め
な
ら
ん
。

華
し
過
去
に
於
げ
る
仲
費
輪
入
白
主
棋
は
主
と
し
て
政
府
若
〈
は
地
方
自
消
闘
な
ゆ

L
に
反

L
、
今
後
は
事
業
合
祉
に
塑
ぜ
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る

も
の
h

如
し
。
而
し
て
各
経
卒
業
合
世
が
祉
債
を
梅
川
町
に
募
集
せ
ん
と
す
る
字
、
其
時
件

m
図
債
・
地
方
債
に
比
し
多
fbJ
劣
る
断
あ
る
は
止
む
を
得
ぎ

る
の
み
な
ら
ず
、
放
費
者
の
信
用
を
博
す
る
錫
晶
、
其
費
金
使
用
に
闘
す
る
計
置
に
闘
し
、
精
細
な
る
材
料
を
供
給
す
る
を
必
要
と
タ
。
京
潤
り
計
謹

上
田
正
確
を
必
要
と
す
る
の
み
な
ら
ん
中
、
費
際
安
全
使
用
白
上
に
於
て
も
大
に
註
志
す
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
若
1
一
安
金
白
使
用
其
宜
し
き
を
失

し
、
一
朝
合
枇
白
師
陣
力
に
支
吾
濯
生
ぜ
ん
か
、
忽
ち
陀
し
て
信
用
を
海
外
に
失

L
、
其
普
は
延
て
岡
家
畳
般
に
及
ぶ
に
至
る
べ

L
。
敢
に
事
業
官
世

が
例
へ
ば
社
債
を
梅
外
に
賛
行
ず
る
に
賞
り
で
は
、
須
ら
〈
其
目
的
を
明
に
し
、
計
者
を
確
貨
に

L
、
保
件
を
殻
守
ナ
る
等
、
現
じ
め
古
分
に
陣
営
悟
す

る
所
な
か
る
べ
あ
ら
ず
。

又
小
額
白
場
合
は
別
と
し
、

E
甑
の
外
禿
鴇
入
に
闘
し
で
は
、
有
利
D
時
期
・
方
法
・
場
所
竿
に
闘
し
、
事
門
的
知
識
技
能
を
要
す
る
と
と
姐
諭
な

り
。
故
に
克
博
を
託
す
べ
き
劃
手
を
精
選
す
る
も
亦
失
敗
損
失
を
越
〈
る
所
以
由
一
な
る
べ

L
』
一
再
々
。

己
申
賠
明
に
よ
り
、
興
剖
献
を
通
じ
で
外
資
の
離
入
を
防
止
せ
ん
と
し
た
政
府
白
意
闘
を
看
取
す
る
と
と
が
出
来
る
が
、
更
に
凶
十

五
年
、
山
本
般
相
は
大
阪
解
消
合
に
於
け
る
演
説
に
於
で

E
の
踏
に
論
及
し
、
長
後
に
『
漫
り
に
外
資
を
輸
入
し
、
金
利
の
低
成
を

闘
り
、
泊
貨
を
増
加
し
て
物
債
の
騰
貴
を
促
七
ま
す
る
と
昔
は
、

一
時
事
業
は
起
り
ま
せ
う
が
、
共
結
果
労
銀
は
騰
貴
し
、
生
産
費

は
地
加
設
し
ま
し
で
、
結
局
事
業
を
不
振
忙
陥
ち
し
む
る
如
昔
と
と
あ
る
を
も
考
へ
た
け
れ
ば
な
り
ま
せ
由
』
と
警
め
て
ゐ
る
。

外

資

聡

入

の

賃

際

日
露
戦
争
後
は
未
曾
有
の
外
資
輸
入
時
代
と
栴
せ
ら
れ
、
或
は
首
時
の
企
業
熱
勃
興
の
最
大
原
動
力
の
一
は

E
相
聞
の
外
資
輸
入
に

あ
う
た
と
も
栴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
貨
情
を
知
る
た
め
に
、
先
づ
大
蔵
省
の
調
斉
に
か
ミ
る
各
年
木
現
在
の
外
賓
去
を
掲
ぐ
れ
ば

左
の
如
〈
で
あ
る
。

日
露
戦
宇
後
四
一
丹
費
総
入

体
ゴ
、
二
一
、
四
競

体
五
十
九
巻

七

向上、場1643説、 6伊 -691頁。日)



日
露
戦
争
後
白
外
賓
輸
入

第
五
十
九
巻
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あ

る
も

各

年

計

本
去
に
よ
る
に
、
日
露
戦
争
後
海
外
募
集
闘
債
れ
急
激
陀
増
加
し
、
且
っ
そ
の
一
金
額
は
常
に
輸
入
外
資
白
，
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る

こ
止
が
明
か
で
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
が
全
国
債
中
医
占
む
る
割
合
は
‘
明
治
二
十
六
年
忙
一
一
割
七
分
四
犀
に
過
ぎ
泣
か
っ
た
も
の
が
、

大
在
三
年
に
は
五
割
九
分
九
厘
品
開
と
危
う
て
ゐ
る
。

一
般
に
常
時
の
岡
債
は
、
戦
争
忙
闘
す
る
も
の
が
犬
部
分
を
占
め
、
己
れ
に
績

い
で
重
要
た
る
も
白
に
餓
道
岡
有
に
伴
ふ
諸
公
債
、
新
版
闘
に
針
す
る
事
業
会
債
が
あ
っ
た
。
第
一
の
も
の
は
批
判
の
録
地
た
き
も

白
で
あ
り
、
第
二
は
公
益
事
業
の
公
替
方
針
の
確
立
を
示
し
、
第
三
は
闘
力
の
設
展
を
示
す
。
併
し
乍
ら
そ
の
半
以

k
を
外
債
に
嫁



っ
た
己
と
は
、
我
園
起
債
市
揚
O
未
没
達
、
換
言
す
れ
ば
、
岡
民
経
消
陀
於
け
る
産
業
資
金
に
射
す
る
需
要
度
が
大
に
し
て

λ

公
債

引
受
徐
力
が
僅
少
た
り
し
己
と
聖
示
す
。
而
し
で
そ
れ
が
疋
貨
流
出
・
入
超
・
物
債
騰
貴
・
事
業
不
振
等
の
閃
と
た
り
、
政
府

E
し

て
一
方
に
閥
債
の
整
現
借
換
を
急
が
し
め
、
非
募
債
政
策
を
賞
行
せ
し
め
、
他
方
に
於
で
外
資
濫
入
防
止
策
を
講
ぜ
し
め
た
所
以
で

あ
る
。
然
る
に
も
拘
ら
宇
、
国
債
増
加
の
趨
勢
は
止
み
難
く
、
共
他
の
形
に
於
け
る
外
資
輸
入
額
も
逐
年
増
加
し
た
。
要
す
る
に
庚

義
に
於
け
る
資
本
の
相
封
的
不
足
は
蔽
ひ
難
い
事
寅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

突
に
務
外
募
集
の
一
地
方
債
は
悉
〈
大
都
市
白
市
債
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
方
の
如
七
、
何
れ
も
公
茶
事
業
費
に
充
て
ら
れ
て
ゐ

る。
主年'

稽

公

債

名

東
京
市
事
業
時
債

横
漬
市
事
業
八
百
債

横
晴
問
符
瓦
斯
事
業
公
債

大
限
市
電
気
軌
匙
及
水
道
事
業
公
債

名
古
庫
市
生
債

京
都
市
事
業
金
債

横
潰
市
水
道
帯
二
公
債

京
都
市
事
業
公
債
(
誼
加
)

東
京
市
電
呆
事
業
佐
債

起

債

目

崎

市
直
改
正
岡
田
川
工
事
嘗
債
償
還

続
演
港
改
良
設
伺
及
梅
田
埋
立

瓦

新

事

業

電
無
軌
道
水
道

上
下
水
準
公
闘
井
問
墓
地
奮
債
償
還
等

水
利
水
遭
遭
路
樹
張
電
気
事
業
蕎
債
償
還

水

道

遊
電
所
水
利
水
単

電

車

金

額f
N
 

一回、五人(〕・口

=一、百八
λ

六回入・
0

2

口」一ユ口・ロ

昔、ん一六・
0

一占、五豆口・ロ

占、(〕口口・口

一、ん孟口・口

九口、口角ん・五

起

債

方

法

現
銀
引
受
倫
敦
賀
出

ザ
ミ
ユ
エ
ル
向
骨
引
受
倫
敦
賀
問

書
上
銀
行
引
受

里
銀
引
受
倫
敦
賀
同

セ

1
ル
フ
レ
ザ
商
官
引
受
倫
敦
賀
問

ゴ
一
井
銀
行
を
恒
て
寸
一
=
オ
シ
パ
り
ジ
ア
シ
銀

行
引
受
巴
里
貰
出

興
銀
引
受
倫
敦
賀
出

三
井
銀
行
を
介
し
て
悌
凋
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
引

受
巴
里
夜
間

興
銀
引
受
倫
敦
紐
宵
巴
旦
寝
間

民
間
事
業
へ
の
外
資
輸
入
は
、
本
邦
合
祉
の
祉
債
殺
行
又
は
資
金
併
入
と
外
悶
費
本
家
又
は
金
融
機
関
の
投
資
と
に
分
ち
考
へ
ら

れ
る
が
、
そ
の
う
ち
金
額
に
於
で
最
も
重
要
性
主
持
つ
も
の
が
枇
債
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
前
掲
の
外
費
各
年
末
現
在
高
表
の
示
す
と

四四
二 O

四四
五四

日
露
戟
挙
後
四
件
費
韓
入

傍
五
十
丸
巻

保
二
、
一
一
一
、
四
観

九

中島信良「大日本地方財政奥J198-9頁。>2) 



日
露
職
事
後
の
外
賓
輪
入

こ
ろ
で

b
っ
て
、
今
諸
害
に
散
見
宇
る
ぺ
と
と
る
を
拾
っ
で
一
表
を
作
れ
ぽ
、
左
の
如
く
で
あ
る
ロ

明
四同凹 g

l年
一四

回

起

債

者

南
満
洲
¥
錨
泣
骨
社

日

本

興

業

銀

行

し
京
潰
電
気
帆
誼
曾
札

北

栴

道

拓

瀬

台

祉

金

額

一回、

g
口
千
時

ニ、口口口千時

=、口口口千国

王
、

B
D千
圃

第
五
十
丸
巻

第
二
、
=
一
、
四
競

四
O 

起

債

方

法

興
銀
取
扱
、
倫
敦
賀
出

自
行
取
扱
、
倫
敦
賀
同

セ
ー
ル
フ
レ
ザ
l

商
合
引
受

同

右

と
の
外
一
一
一
十
八
年
に
北
海
道
茨
隣
銭
道
曾
枇
が
興
銀
と
信
託
契
約
を
締
結
し
て
翌
年
一
月
忙
溌
行
せ
る
拾
保
附
信
託
一
位
債
百
高
峰

と
、
関
西
鶴
道
舎
祉
が
英
図
の
ロ

1
・
デ
ベ
ン
チ
ュ
ア
・
コ
ー
ポ
レ

1
シ
ョ

V

と
契
約
し
て
=
一
十
八
年
に
議
行
せ
る
阿
巴
〈
捻
保
附
信

託
社
債
百
高
時
間
と
が
あ
る
。
以
上
?
っ
ち
湖
鈎
が
四
同
に
亙
っ
て
警
行
せ
る
枇
債
千
四
百
寓
晴
樹
は
、
邦
貨
に
故
算
す
れ
ば
一
億
三
千

六
百
六
十
八
高
固
と
た
り
、
常
時
の
海
外
募
集
枇
債
総
額
の
大
部
分
を
占
め
た
と
と
に
在
る
が
、
同
時
に
我
々
社
社
債
蛮
行
の
形
式

に
よ
る
外
資
輸
入
に
於
て
、
興
銀
が
如
何
に
大
友
る
役
割
を
演
ビ
た
か
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

資
金
借
入
の
形
式
に
於
け
る
外
資
輸
入
に
就
て
は
、
大
城
省
の
調
高
札
一
に
「
未
詳
』
と
あ
る
如
〈
、
我
々
も
唯
二
三
の
例
を
拳
げ
得
る
J

比
過
ぎ
主
い
。
富
士
製
紙
が
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
よ
り
百
五
十
高
闘
を
(
阿
十
一
年
)
、
東
洋
汽
舶
が
ウ
エ
ス
ト
ミ
V

ス
タ

1
銀
行
よ

り
二
十
高
揚
を
(
同
年
)
、
東
京
紡
績
が
セ

1
1
y
・
フ
レ
ザ

1
商
曾
よ
り
百
南
闘
を
(
四
十
ご
年
)
、
借
入
れ
た
る
が
如
雪
そ
れ
で
あ
る
。

此
等
は
四
ヶ
月
乃
至
二
ヶ
年
と
い
ふ
短
期
限
白
も
の
で
、
夫
々
流
動
資
本
と
し
で
使
用
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
べ
く
、
従
つ
で
外
費
檎

割
を
演
じ
で
ゐ
る
と
と
a
A

思
は
れ
る
。

入
と
郁
す
ペ
普
段

E
D
も
白
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
併
し
か
ー
ミ
る
形
酬
聞
に
よ
る
外
資
も
、
官
時
白
我
が
事
業
界
忙
は
相
常
の
投

外
人
の
放
費
額
に
就
で
は
、
前
表
に
一
部
す
如
く

一
一
際
各
年
の
数
字
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
仕
必
す

L
も
正
献
と
は
信
ヒ



難
く
、
或
は
少
雪
に
失
す
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
黙
は
明
言
を
差
抽
出
へ
る
v
h

し
で
、
先
づ
外
資
取
扱
機
関
へ
の
投
資
を
見
る
に
、

興
銀
に
制

L
七
百
五
十
高
闘
の
投
資
が
行
は
れ
た
こ
と
前
述
の
如
〈
で
あ
る
が
、
四
十
五
年
に
は
日
仰
共
同
事
主
と
し
て
日
仰
銀
行

が
設
立
せ
ら
れ
た
。
同
行
は
仰
繭
西
法
に
某
昔
、
普
泊
銀
行
業
務
を
借
む
外
、
債
券
の
護
行
性
に
プ
ロ
a
モ
ー
タ
ー
と
た
り
、
以
で
我

岡
市
揚
忙
欧
洲
特
忙
倒
蘭
阿
の
費
本
を
流
入
せ
し
む
る
と
と
を
日
的
と
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
資
本
金
一
千
高
闘
の
う
ち
日
本
側
は

阿
い
高
間
(
興
銀
二
百
高
開
、
正
金
・
三
井
・
一
一
一
菱
・
部
一
町
四
銀
行
各
五
十
寓
闘
)
を
州
資

L
、
本
屈
を
巴
阜
、
支
庄
を
東
京
忙
置
昔
、
同
年

十
一
月
東
京
支
底
が
開
設
せ
ら
れ
た
。

以
上
雨
銀
行
の
外
忙
、
外
岡
銀
行
に

L
で
我
闘
に
文
応
又
は
向
張
所
在
設
く
る
も
の
あ
り
、
そ
の
激
敢
に
資
本
金
に
は
年
々
異
動

が
あ
る
が
、
三
十
七
年
末
現
在
に
於
で
岡
支
出
支
は
山
弦
所
)
、
資
本
金
三
百
出
闘
注
り
し
も
の
が
、
大
正
二
年
に
は
夫
々
十
、
六
百

=
一
十
五
寓
国
と
な
っ
て
ゐ
ヲ
向
。
此
等
白
外
岡
銀
行
以
外
に
・
外
資
輸
入
を
取
扱
へ
る
金
融
合
杭
が
若
干
あ
り
、
英
闘
の
バ
ン
ミ
見
ア
・

ゴ
ル
子
ン
商
舎
、
米
閣
の
セ

1
7
ブ
レ
ザ
ー
合
祉
左
ど
そ
の
例
で
あ
っ
ァ
、
特
に
後
者
に
就
で
は
、
同
社
々
同
中
村
社
弐
郎
は
『
余

の
従
事
せ
Z
セ
ー
ル
・
ブ
レ
ザ
ー
曾
杭
は
、
銭
話
機
闘
車
餓
軌
共
白
他
の
外
岡
口
聞
を
我
が
邦
へ
輸
入
し
、
又
我
が
邦
の
公
債
を
買
入

れ
て
之
在
外
岡
へ
職
問
す
る
事
を
以
て
替
業
と
す
る
も
の

ιし
℃
、
就
中
公
債
白
輸
出
は
、
弊
少
な
〈
し
で
利
盆
多
一
昔
貨
に
結
構
た

る
商
業
た
り
』
と
述
ベ
て
ゐ
る
。

銀
行
及
び
其
他
の
金
融
並
に
貿
易
機
閥
へ
り
外
人
D
投
資
は
、
勿
論
日
露
戦
年
後
白
新
現
象
で
は
左
い
。
鋭
道
其
他
諸
々
白
事
業

忙
も
戦
前
か
ら
多
く
の
投
資
か
行
は
れ
て
ゐ
た

D

郎
ち
三
十
七
年
一
月
の
「
東
京
経
済
雑
中
神
」
は
「
外
岡
人
に
し
で
木
邦
忙
株
式
若
く

は
合
資
合
名
舎
祉
を
設
立
す
る
者
近
来
著
る
し
く
附
加
せ
し
が
‘
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
共
数
八
十
九
、
資
本
金
ナ
阿
億
四
百
四

十
六
高
五
千
八
百
四
国
に
し
て
、
排
込
金
額
は
十
三
億
七
千
六
百
十
三
寓
千
六
百
二
十
九
図
な
り
と
云
ふ
』
と
述
べ
、
ろ
ち
五
古
内
閲

日
癖
職
争
後
の
外
蓑
輪
入

第
五
十
九
巻

l1!l 

第
二
、
二
一
、
四
都

「車京極冊雑誌」大正三年、聖書1680腕、 9頁以下。
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日
露
職
事
後
白
外
受
韓
入

策
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
回
現

四

以
上
の
投
資
替
業
別
と
し
て
、
要
消
・
諸
器
械
設
・
石
油
業
・
生
赫
寅
買
・
水
陸
運
輸
・
雑
貨
h

委
託
販
賓
・
糧
食
請
負
・
銀
行
業
・

貿
易
業
・
保
険
・
新
聞
及
印
刷
・
問
屋
を
掲
げ
で
ゐ
る
。
己
の
費
本
金
額
の
計
算
方
法
が
明
か
で
左
い
以
上
、
そ
の
ま
ミ
乙
れ
を
受

取
る
己
と
は
出
来
た
い
が
、
各
種
の
事
業
に
外
人
が
投
資
し
て
ゐ
た
己
正
は
信
じ
て
よ
い
。
例
へ
ば
明
治
三
十
三
年
、
ス
タ
ン
ダ
1

ド
石
泊
合
一
耽
が
費
本
金
十
高
闘
を
以
で
大
平
石
泊
合
枇
を
起
し
、
翌
年
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
才
イ
ル
・
コ
ム
目
ハ
一
一
ー
と
泣
っ
て
碕

玉
石
油
合
祉
を
買
収
し
、
コ
一
十
六
年
更
に
北
海
道
陀
油
田
を
開
設
せ
る
が
如
苦
モ
れ
で
あ
っ
て
、
大
崎
省
白
調
査
に
主
れ
ば
、
士
一
十

u
 

七
年
末
に
於
け
る
外
岡
人
の
投
資
品
開
抗
は
左
白
如
〈
で
あ
っ
た
。

世

名

東
京
電
信
網
蝿
誼
株
式
骨
枇

日
本
電
無
株
式
脅
杜

日
本
製
材
合
資
曾
世

東
京
貿
易
株
式
骨
祉

日
本
蒸
鏑
合
費
脅
弛

間

賛
同
川

市一六、ぃ主口

一一一人、口口{〕
一一、〔己口

-主、口一〕口

国{〕口、(〕
U
己

横
潰
生
絹
骨
名
曾
世

合
名
曾
世
牧
野
ゴ
キ
ン
ネ
サ
ム
向
骨

赤
揮
鏑
業
骨
資
曾
世

大
阪
瓦
斯
株
式
曾
吐

合

計

五豆、ロ口(〕

一口、
D
D
口

ュ、田口。

回五六」王口

一、九九五、一日(〕司

日
露
戦
争
後
K
於
て
は
、
三
十
九
年
に
英
人
資
本
家
が
倫
敦
ザ
ム
ラ
イ
・
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ー
の
助
カ
ム
」
ソ

1

ル
・
ク
ロ
ダ
商
曾
の
仲
介

に
て
新
夕
張
炭
磁
を
貿
牧

L
、
或
は
門
司
般
渠
合
枇
の
株
式
の
六
分
。
一
軒
一
引
受
け
た
の
を
始
め
、
外
人
白
直
接
事
業
投
資
の
機
運

が
俄
陀
醸
成
せ
ら
れ
た
。
例
へ
ぽ
四
十
年
忙
は
阪
紳
燐
寸
業
者
と
英
国
シ
シ
ヂ
ヶ
ー
ー
と
合
同
し
で
大
日
本
燐
寸
合
祉
が
創
立
せ
ら

れ
、
四
十
二
年
英
閥
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
品
目
祉
は
ボ
ル
ネ
オ
及
び
子
ヤ
ワ
の
原
油
を
精
製
す
る
目
的
を
以
て
、

M
W
賃
低
厳
在
る
我

m山

困
忙
若
目
し
、
博
多
湾
問
戸
崎
陀
精
油
工
場
を
完
成
し
た
。
弐
で
四
十
三
年
、
芝
浦
製
作
所
は
イ
Y
タ
1
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ゼ
ネ
グ
ル

電
気
合
祉
(
ぜ
ネ
ラ
ル
電
気
曾
祉
の
仲
間
諜
)
を
九
千
J
J
ん
百
株
の
た
株
主
に
加
へ
て
、
資
本
金
を
百
高
闘
よ
り
二
百
島
闘
に
倍
増
し
た
。

首
時
白
「
東
京
経
済
雑
斗
由
」
は
、
或
は
「
悌
固
b
v
y
ヂ
ケ
l
ト

O
代
表
者
た
る
ん

1
u不
ン
氏
は
従
来
焼
津
・
大
倉
・
村
井
・
長
森
・
中

官事1216腕、 35頁。
「費同二十五句史」審問。
「東京髄梼雑誌」滞1303閥、 565頁。
同Iェ、部1397抗、:12.5-6頁。
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山
等
の
諸
一
貨
明
記
家
と
合
同
し
、
帝
岡
刷
7
・
東
民
倒
子
・
東
洋
議
設
・
東
洋
森
林
等
の
諸
曾
枇
を
設
立
し
、
倫
ほ
内
耳
義
費
本
家
の

代
表
者
東
洋
興
業
合
資
園
白
タ
ャ
ド
ウ

t
氏
と
共
に
更
に
新
方
面
の
計
聾
を
燥
し
つ
ミ
あ
る
由
た
る
が
、
ル
1
ネ
ン
氏
は
今
向
日
仰

新
協
約
の
印
刷
立

E
共
に
俳
白
の
費
本
家
が
我
闘
に
向
ひ
、
大
に
放
資
す
る
形
勢
熟
し
売
り
と
の
飛
電

ι接
し
た
る
を
以
て
、
不
日
山
川

費
四
比
利
亜
餓
道
に
依
り
往
復
八
週
間
白
橡
定
に
て
巴
里
忙
赴
く
己
と
L
た
り
、
七
月
初
旬
来
朝
の
上
は
我
事
業
界
に
劉
し
径
と
祈

動
を
試
む
る
害
在
h
』
と
報
じ
、
或
は
「
悌
園
及
白
耳
義
の
費
本
家
の
一
閣
は
日
本
人
を
問
問
と
し
て
一
千
高
砂
白
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
を

組
織
し
た
る
由
に
で
、
其
目
的
は
日
本
・
支
那
其
他
東
洋
諸
岡
忙
於
け
る
種
々
白
企
業
に
投
資
ず
る
に
営
り
、
同
シ
V

ヂ
ケ

1
1
は

凡
ゆ
る
方
法
主
以
で
有
利
の
企
業
に
投
費
せ
ん
正
の
準
備
に
て
、
開
平
忙
我
闘
の
合
祉
設
立
の
資
金
を
供
給
す
る
の
み
た
ち
が
'
、
向
ほ

玩

ι設
立
さ
れ
た
る
も
の
或
は
新
た
に
披
張
せ
ら
る
L
事
業
に
封
し
、
日
本
の
資
本
家
と
共
同
総
潜
在
鋳
さ
ん
こ
と
を
望
め
る
山
川
左

り
。
而
し
て
先
づ
事
業
の
手
始
め
と
し
て
、
我
農
商
務
大
臣
の
指
導
に
よ
り
、
大
阪
府
近
に
製
織
業
を
起
ず
盟
百
な
れ
」
と
報
じ
て
ゐ

る
が
、
営
時
仰
蘭
西
系
資
本
の
日
本
始
め
東
洋
へ
の
進
出
目
琵
ま
し
〈
、
前
漣
の
日
仰
銀
行
の
設
立
は
賓
に
そ
の
一
端
を
示
す
も
の

に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

日
露
戦
争
後
、
外
資
輸
入
の
主
鑓
が
政
壁
?
は
地
方
閣
瞳
よ
り
事
業
舎
一
枇
に
縫
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
の
現
は
れ
た
己
と
は
、
前
崎

添
同
興
銀
繍
裁
の
指
摘
し
た
と
と
る
で
あ
る
が
、
既
に
三
十
八
年
に
十
五
銀
行
支
配
人
成
湖
正
恭
氏
は
「
外
資
の
第
一
期
は
、
外
人

の
内
債
の
買
収
臆
募
に
あ
り
、
第
二
期
に
入
り
で
は
株
単
悼
の
貝
入
に
糠
化
し
来
り
た
れ
ど
も
、
此
の
時
期
を
経
過
し
て
第
一
二
の
新
時

期
に
至
ら
ば
奈
何
に
外
資
が
流
入
し
来
る
屯
け
と
い
品
に
、
予
翠
の
考
ム
る
所
に
擦
れ
ば
、
此
白
時
期
は
、
外
人
自
ら
我
闘
に
於
て
事

業
由
経
替
を
創
む
る
に
あ
り
と
信
や
る
悲
し
』
主
述
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
己
の
諌
想
白
理
由
は
、
同
氏
に
よ
れ
ば
(
ご
我
凶
が
既
に

金
本
位
制
を
探
別
し
て
矯
替
上
の
フ
ラ
ク
チ
ュ
ヱ

1
シヨ

y
な
〈
、
外
人
が
我
闘
に
来
つ
で
業
を
起
す
の
不
利
不
便
が
除
か
れ
た
る

己
と
、
(
二
)
東
洋
白
大
市
揚
た
右
支
那
を
控
へ
且
つ
石
炭
の
無
表
蔵
怠
る
日
本
に
工
業
を
超
ず
こ
と
は
、
外
人
。
最
も
有
利
と
考
へ

日
露
職
事
後
白
外
賓
輸
入

第
五
十
九
各

第
二
、
一
-
一
、
四
腕

回

「費回二十五牛車r92-93頁。
「芝浦製作所六イ五年史J事問。
第1388誠、 867頁ロ
部1402腕、 359買。
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日
露
鴨
署
後
四
外
賓
韓
入

第
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
凹
競

四
四

る
所
た
る
こ
と
、
(
=
己
直
接
に
大
市
場
た
Z
満
洲
及
ぴ
支
那
に
工
揚
を
設
け
る
よ
り
も
、
治
安
維
持
・
法
律
制
度
の
確
立
共
他
の
鮪

舗

に
於
て
逝
に
優
れ
た
Z
我
固
に
於
て
事
業
を
起
さ
ん
と
す
る
は
也
然
。
成
行
左
る
こ
と
、
等
で
あ
っ
た
。
此
等
の
現
由
の
外
に
、
日

露
戦
争
に
於
け
る
我
闘
の
勝
利
が
外
人
の
信
用
を
俄
に
高
め
た
と
い
ふ
糠
本
的
な
理
由
が
あ
り
、
更
忙
鰐
む
の
闘
有
忙
件
ひ
、
従
来

鍛
道
株
買
入
の
形
で
最
も
多
〈
投
下
せ
ら
れ
て
ゐ
た
外
資
が
、
自
ら
直
接
的
た
事
業
粧
替
に
振
向
け
ら
る
a
A

に
至
っ
た
己
と
、
四
十

四
年
白
保
護
関
税
の
賓
施
は
、
我
闘
に
工
揚
を
設
げ
て
生
産
に
従
事
す
る
を
有
利
と
す
る
に
歪
ヲ
た
こ
と
、
等
白
諸
事
情
も
併
せ
考

ふ
べ
き
で
あ
る
。

か
く
て
日
露
戦
争
後
、
直
接
事
業
投
資
の
形
態
に
於
け
る
外
資
の
流
入
は
頗
る
沼
穫
と
な
り
、
車
紅
る
株
式
白
山
貝
入
れ
よ
り
一
歩

進
ん
で
、
事
業
の
皐
猫
又
は
内
外
人
共
同
経
響
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
こ
と
に
左
っ
た
。
而
も
そ
の
共
同
経
営
は
皐
忙
資
本
の
範
聞
に

止
ま
ら
宇
、
技
術
白
範
聞
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
芝
浦
製
作
所
が
ゼ
ネ
ラ
ル
電
気
合
枇
土
り
養
本
を
入
れ
る
に
首
り
、
と

れ
を
技
術
移
植
の
交
損
保
件
と
せ
る
が
如
昔
、
東
京
電
気
合
枇
が
ゼ
、
ネ
ラ
ル
電
気
合
祉
と
特
約
し
て
電
球
製
逝
技
術
を
移
植
せ
る
が

如
吉
、
日
本
製
鋼
所
が
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
合
祉
や
ヴ
イ
ヴ
カ

I
ス
合
祉
と
提
携
L
て
そ
の
技
術
を
輸
入
せ
る
が
如
き
は
、
そ
の
著

名
た
る
事
例
で
あ
"
向
。

四

外
資
輸
入
論
議
主
外
資
の
蹄
向

日
露
戦
争
後
忙
於
て
も
、
日
清
戟
争
後
陀
於
け
る
と
同
様
に
、
外
資
輸
入
に
闘
し
て
各
方
出
よ
り
各
様
の
論
議
が
行
は
れ
た
。
そ

の
中
に
は
無
保
件
的
に
外
資
輸
入
を
勅
奨
す
る
も
白
あ
り
、
例
へ
ぽ
興
銀
川
町
事
力
上
反
九
郎
氏
は
、
『
殖
産
興
業
主
刷
〈
は
勤
依
貯
蓄
の

素
凶
売
る
資
金
共
者
心
供
給
を
海
外
の
輪
入
に
仰
ぎ
以
て
内
地
若
〈
は
湖
韓
に
針
し
て
大
忙
之
を
利
川
す
」
べ
し
と
諭
吉
、
外
資
吸

牧
策
と
し
て
は
有
償
詩
北
部
を
利
用
す
ベ
し
ん
」
論

t
て
ゐ
包
r

艇
端
た
る
論
者
に
至
ワ
て
は
、
資
本
忙
閲
す
る
限
り
閥
境
の
撤
廃
を
主

「東京和f持雑誌」節目17焼、 I217頁。
「東洋恒務官「報」第343"鋭、 344頁。
高橋塩吉、前掲書、 489真。
「有債譜穿と丹望号眠牧策J(早大出版部「職後純管JIYr戟〉。Zj 
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張
し
、
内
外
債
の
匝
別
を
さ
へ
蹴
出
し
て
何
れ
の
地
に
於
て
も
一
克
利
共
に
こ
れ
を
す
一
排
ぴ
得
る
の
使
法
を
と
る
べ
し
と
し
、
「
外
賓
輸
入

と
栴
ず
る
の
穏
首
左
ら
ざ
る
を
信
F
、
唯
余
翠
は
侭
利
の
資
本
駅
借
る
忙
外
た
ら
十
、
外
資
輸
入
た
ど
一
瓦
ふ
に
及
ば
ざ
る
左
り
」
と

論
じ
て
ゐ
る
。

E
れ
K
謝
し
て
極
端
た
る
外
資
輸
入
反
針
論
者
例
へ
ぽ
池
淵
寛
吉
氏
は
、
職
入
商
品
中
の
棉
花
-
t
r
f
J
U

・
鋭
等
の
原
料
、
機
椛
・

船
舶
・
鍛
道
半
輔
等
の
悶
定
資
本
財
は
仰
れ
も
外
資
に
属
し
、
所
前
外
資
は
外
金
に
外
注
ら
A
Y
、
而
し
て
外
金
は
そ
れ
が
生
産
的
に

使
用
せ
ら
れ
て
と
を
始
め
て
外
資
と
い
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
不
生
産
的
事
業
肥
用
ひ
ら
る
丸
公
債
・
社
債
、
特
に
借
替
に
供
せ
ら

る
お
外
債
は
唯
外
金
が
我
闘
を
素
通
り
す
る
も
の
に
外
た
ら
宇
、
そ
の
一
際
通
貨
を
膨
脹
せ
し
め
て
生
丙
を
刺
戟
す
る
の
利
鮪
は
あ
る

べ
き
も
、
半
闘
に
物
債
を
騰
貴
せ
し
め
、
輸
出
を
阻
害
し
、
結
局
経
術
界
を
賊
ず
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
『
利
息
を
海
外
に
支
挽
ひ
て

却

一
閣
の
経
済
上
有
利
な
ら
十
干
』
と
論
じ
て
ゐ
る
。

通
貨
資
本
を
増
加
す
る
よ
り
も
、
無
利
息
の
先
襖
非
砕
を
強
行
す
る
方
、

金
井
延
博
士
も
亦
『
低
利
の
外
資
を
輸
入
し
て
、
岡
内
の
一
商
工
業
の
透
遣
を
企
て
、
工
業
に
あ
り
で
は
多
量
の
精
撰
せ
る
製
造
品

を
作
り
て
海
外
に
輸
出
し
、
商
業
に
あ
り
て
は
谷
海
外
貿
易

E
振
興

h
輸
出
額
を
し
て
輸
入
額
に
超
過
せ
し
む
る
だ
け
白
放
旧
却
を

奏
す
べ
き
確
貨
な
る
事
業
に
放
資
す
る
左
ら
ば
、
予
期
耶
は
素
よ
り
大
忙
外
賓
輸
入
を
枇
迦
せ
ん
と
す
」
る
も
の
ー
で
あ
る
が
、
一
時
の
且
品

川

気
を
煽
ら
ん
が
た
め
に
せ
ん
と
す
る
外
資
の
輸
入
に
は
絶
封
に
反
針
た
る
旨
漣
ペ
て
ゐ
る
。

此
等
に
類
す
る
反
封
論
は
可
左
り
多
〈
見
受
け
ら
れ
、

騰
貴

l
l経
済
事
業
の
困
雄
、

一
般
的
に
外
資
輸
入

l
通
貨
膨
脹
|
|
物
憤
騰
貴
|
|
輪
出
雄
、
と
労
賃

の
径
路
左
辿
る
も
の
と
し
て
、
特
に
会
私
外
債
白
後
行
に
到
す
る
反
針
論
に
は
狙
力
な
る
も
の
が
あ

っ
た
。以

上
の
外
資
輸
入
論
に
も
そ
の
反
割
論
陀
も
相
官
の
根
擦
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
外
資
に
封
す
る
概
念
白
不
明
確
又
は
相
違
が
存

し
た
3
E
の
賄
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
の
は
滑
蔭
皐
人
で
あ
っ
て
、
印
ち
壮
情
。
形
式
で
職
入
ず
る
も
D
を
外
資
と
稲
し
『
外
資
輸
入

日
時
戦
争
後
の
外
賓
輸
入

第
二
、
=
一
、
続
四

四
三五

第
宜
十
九
巻

28) 末延道成「内外費本白共掴J(r東京髄済雑誌」滞円口腕、 976頁)。
29) iタ卜費目読J(同上、第1357瞬、 22頁以下h
30) rタト費輸入に就てJ(向上、第1309瞬、 839頁)ロ



日
露
職
事
後
め
外
要
職
入

第
五
十
九
巻

第
二
、
=
一
、
四
親

回

大

は
低
利
の
資
本
彰
一
運
用
し
て
、
事
業
の
時
間
張
を
計
る
に
あ
れ
ば
、
索
と
可
友
ら
ざ
る
に
非
?
と
雌
も
、
到
底
借
金
政
略
た
る
を
売
れ

ぎ
る
も
白
な
り
、
我
賓
業
家
が
一
ー
に
外
資
忙
依
頼
す
る
習
俗
を
潟
さ
ん
か
、
共
の
結
晶
百
円
ら
師
兆
と
友
り
、
資
本
高
能
主
義
の
流
行

ム
」
な
り
、
北
(
の
惨
憎
た
る
粧
替
に
よ
り
て
自
助
奮
闘
せ
る
事
業
白
如
く
果
し
て
成
功
す
る
や
否
や
頗
る
疑
問
な
り
』
と
し
、
次
に
内

外
人
共
同
事
業
の
形
式
陀
上
る
外
資
流
入
に
封
し
で
は
頗
る
賛
意
を
表
し
て
『
白
ら
外
資
輸
入
同
様
。
放
泌
を
奏
し
て
、
而
か
も
北
ハ

の
弊
た
き
も
の
は
、
内
外
人
共
同
事
業
に
佼
た
ざ
る
ペ
か
ら
字
、
米
国
は
外
資
を
輸
入
し
て
今
同
を
致
せ
り
と
云
ふ
者
あ
る
も
、
モ

は
我
が
同
人
の
如
く
草
花
捨
保
弘
供
し
て
借
金
し
に
る
に
非
宇
し
て
、
外
岡
資
本
家
白
来
り
て
事
業
を
金
闘
し
た
る
を
担
問
ふ
な
り
、

既
に
共
同
株
式
た
り
、
各
出
資
舗
に
膝
じ
て
利
訴
の
配
首
を
具
に
す
べ
し
、
我
質
業
家
陀
し
て
員
個
に
内
外
共
同
事
業
の
絞
曲
目
伝
来

さ
ん
か
、
直
接
に
共
の
前
限
を
開
き
一
層
注
意
し

E
つ
奮
起
す
る
の
熱
情
を
起
す
に
至
相
、
非
常
た
る
刺
戟
聞
と
一
た
り
、
矯
め
に
向

羽

似
を
お
す
る
こ
と
大
在
る
も
の
あ
ら
ん
』
と
漣
ペ
て
ゐ
る
。

先
忙
辿
ベ
し
が
如
〈
、
政
府
は
外
資
輸
入
促
進
策
を
講
中
る
一
方
に
於
て
、
特
に
地
方
債
・
刑
依
む
起
債
を
取
締
り
、
自
ら
も
非

募
債
を
以
て
方
針
と
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
日
露
戦
争
よ
り
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
聞
の
我
岡
絞
怖
事
情
の
務
化
が
然
ら
し
め
た

と
己
ろ
で
あ
っ
て
、
吻
ぞ
の
鎚
化
は
問
時
に
外
資
総
入
論
議
に
於
て
も
、
漫
然
た
る
外
資
称
入
論
よ
り
倫
入
抑
制
論
若
〈
は
反
射
論
を

強
力
友
ち
し
め
た
。
市
し
て
政
策
に
於
て
も
論
議
忙
於
て
も
、
結
局
自
然
的
た
外
資
の
流
入
に
封
し
で
は
口
を
つ
む
が
ざ
る
を
得
友

か
っ
た
。
管
に
日
露
戦
争
後
は
、
成
瀬
氏
の
い
ム
外
費
輪
入
の
第
三
D
時
期
に
屈
し
、
清
蔭
早
人
の
稿
揚
せ
る
内
外
人
共
同
事
業
経

替
が
頗
る
盛
ん
と
な
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
と
の
共
同
経
替
は
内
外
資
本
家
の
志
向
・
見
通
し
り
合
致
に
碁
ぐ
と
と
る
で
あ
っ
て
、

か
h

る
形
熊
に
於
け
5
流
入
外
資
は
大
蔵
省
の
調
究
陀
よ
る
よ
り
も
透
か
に
大
な
り
し
た
る
べ
〈
、
た
と
ひ
そ
れ
程
で
は
な
か
っ
た

に
し
て
も
、
我
岡
経
済
特
に
工
業
の
期
間
建
に
は
、
色
々
白
意
味
で
頗
る
貢
献
し
た
と
と
も
為
考
へ
ら
れ
る
む

附
記
i

|
本
稿
は
「
明
拍
維
帯
以
後
に
於
け
ゐ
担
梼
政
策
白
肝
究
」
な
る
越
下
に
、
日
本
草
情
振
興
合
土
り
提
刷
を
受
け
て
な
し
つ
込
あ
る
肝
究
目
一
部

で
る
る
。

• 

向上、第1406娘、 537-8頁。31) 




